
〈中学校特別活動部会〉

研究主題

「自ら学び自ら考 えるカをは ぐくむ指導内容・方法に関する研究」

一学級活動(2)に お ける集 団や社 会の中 で

自己を正 しく生かす能力を養 う取組等を通 して一

研究の概要

特別活動 にお ける学級 活動(2)「 個 人及 び社会の 一員 としての在 り方 、健康 や安全 に関す る

こ と」は、望 ま しい集 団生 活を通 して、生徒一一人一人 が人 問 としての生 き方 につ いて幅 広 く探

求 し、心身 の健康 の増進 に努 め、豊か な人間性や 個性 の伸張 を図 る とともに、社会 の成 員 とし

て必要 とされ る資質や能力 を培 ってい くもの である。

社会 が急激 に変化す る中で、生徒 にかかわ る諸 問題 も多様化 し、学校 だ けでは解 決 が困難 な

事例が多 くなって きて いる。集 団や社 会 の一員 として の 自覚や責任感 の低 下等 が指摘 されて い

る生徒の現状 を踏 ま え、学級 活動(2)に っい て、 自己探求や 自己の改善 ・向上 の視 点か ら、生

徒が人間 としての生 き方 にっいて 自覚 を深 め、社 会 の中で 自己 を正 しく生かす能 力 を養 え るよ

うな、個 に応 じた指導 の在 り方 を追究 し、研 究実践 を行 った。

また、学級 活動 にお け る校 内指導体制 の確立 とともに、家庭 や地域社 会、関係機 関 との連 携

を密 に した教 育活動 を展 開 し、生徒 に関 わる諸 問題 を 自己の もの として とらえ、主体的 に解 決

す る指導方法の開発 を行 った.

1研 究 の 目 的

学級 活動(2)の 内容 は、各教科 ・道徳 ・総 合的 な学轡 の時 間等の 中や 日常 の生活 指導 にお いて

取 り上げ る ことが多 く、各学校 において 、意 図的 ・計画 的 に実施 され て いな い揚 合 が 見 られ る。

ま た、学級活 動が 「学級 を単位 と して行われ る 自主的 ・実践 的な活 動」 「当面 す る諸課題 の解

決 を通 して生 徒 自 らが 自己指導 能力 を養 う活 動」 で あるに もかか わ らず 、教師 主 導の活 動 にな

って しま う傾 向が あ る。

本 部会 にお いて は、学級活 動(2)に お いて 、意図的 ・計画 的な指 導 を実施 す るため に、各教科 ・

道徳 ・総合 的 な学 習 の時 闘等 との関連 を整理 した指 導計 画の 作成 を進 める。 また 、学級 活 動 の

特 質 を踏 ま え、生 徒 が身 の回 りか ら課題 を見付 け 、学級 の り一 ダー を生 か し、 自主 的 ・自治的

に活 動で き る指導 方法 を研究 してい く。 さ らに、個 に応 じた指導 を進 める とと もに、学級担任

以外 の教職 員や地 域 ・関係機 関 の人材 の専門性 を活用 した指導 の充実 を図るた め に、校 内外 の

協力 的な指 導体制 にか かわ る研 究 を推進 す る。

1研 究 の 方 法

学級 活動(2)の 年 問指 導計 画や 具体的 な指 導内容 の現状 か ら課題 を把握 し、そ の解 決 のた めの

方策 につい て授業研 究 に よる検 証 を行 う。 その結果 か ら、学級 活動 の特 質 を生 か し、生徒 が 自

主的 ・自治 的に活 動で きる指導 方法 を追究す る。

学級 活動(2)の ね らい と育 てた いカ を明 らかに し、学級 の リー ダー を生 か した活動 計画等 を作

成 し、授 業研 究に よ る検証 を行 う。 また、授 業研 究 に よ る検証 を通 し、 学級活 動 の特質 を踏 ま

えた 、課題解 決にっ なが る配 慮 ・工 夫を備 えた活動 計画 を例示 す る。
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皿 研 究 の 内 容

1実 践意欲 を高め る指 導の工 夫

(1)指 導計画 作成上 の工夫

① 指 導計 画の作成 に 当た って は、学習

指 導要領 に示 され てい る特 別活動 の 目

標 、学級活 動(2)の 内容 、国 立教 育政策

研 究所 の参 考 資料 にお け る学級活 動(2)

の評価規 準 を踏 まえ、育 てたい 力 を明

らか にす る必 要 があ る。(図1)

② 自主的 、実践 的 な態 度 の育成 と、人

間 としての生 き方 の 自覚 を深 めて 自己

を生 かす能 力 を養 うた めには、 それ ぞ

一学級 活動(2)の ね らいの達 成 に向 けた指導 方法 等の工 夫 ・改善 一

図1学 級 活動(2)で 育 てた いカ(例)
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・夢や希望をもってたくま しく生きていく力

・自分や他者の個性 を理解 し、尊重す るこ

とがで きるカ
・社会の一員 と しての 自覚 をもち、責任あ

る行動が とれ るジ」
・異性 を理解 し尊重 できる力

・コミュニケーシ ョンの手段 を選択 し、周

囲の人 とかかわoて い く力蝋1ユ
・他人や社会に貢献 できる力 等

・心身の健康 を考え、保持増進 に努め る力
・危険 を予測 し、的確 に行動で きる力
・犯罪被害について知 り、犯罪被害か ら身

を守 る力嚇 ぬ
・性的 な発達に対応 した適 切な行動力

・自己の健康 を管理 し改善す る食習慣 を形

成で きる力 等

れ の生徒 が置 かれ た状況 に も配慮 し、個 に応 じた 指導 計1画を工夫す る必 要が あ る、

③ 少 ない授 業 時数 の 中で成 果 を上げ るた め には、各教 科や他領 域 等 と関連付 け る こと、

学級 活動 の三 っ の活 動領域 を均等 に扱 うのでは な く、重 要 と思われ る もの には よ り多 く

の時 問をか けて取 り..ヒげ るこ と、学級 活 動(2)の それ ぞれ の例 示に かか わ る指導 内容 を各

学年 で系統 だ て、題材 を設定す る こ とが必要 で ある。(図2)

(2)学 習意欲 を高 め る指導 のT.夫

① 学級活 動(2)の 内容 を、生徒 に 自己の課題 と して と らえ させ るた め に、生徒が 自分 た ち

の実態 を把 握す るア ンケー ト調査 を実施 した り、生 徒 自身が 地域住 民 ・関係 機 関へ のイ

ン タ ビュー を行 った りす るな どの活動 を創 意 工夫す るこ とが必 要で あ る。 これ らの活動

を計画 ・実 施す るに 当た っては 、生徒 の意見 を大 切に指 導す る。

② 学級活動(2)の 指導 にお いて は、教 師 主導 の活 動 にな りが ちで あるが、生徒 全 員が ロー

ル プ レイ ン グ等 に取 り組 ん だ り、 学級 の り一 ダー を生か した活動 内容 を工夫 した りす る

な ど、 自主 的 、実 践的 な態度 を育成 す る こ とが必要 で ある。 また、 中学校段 階 では 、生

徒 の主 体的 な 「課 題設 定→実態 調 査等の活 動→ ロール プ レイ ングな どの活動 →学級 での

討 議」 といっ た学 習活 動の流れ を確 立すれ ば様 々 なテ ー マで取組 が可能 とな る。

(図3)

図2学 級 活動(2)の 特別 活動 の内容 との関連 及 び各教科 ・領域 との 関係(例)

領域

題材

(1)学 級や学校の

生活の充実と向上

に関すること。

(2)個 人及び社会の一員としての在 り

方、健康 や安全に関すること。

(3)学 業生活の充

実、将来の生き方と

進路の適切な選択に

関すること。

関連が考えら

れる各教科・

領域、特別活

動の他の内容

(豪総合的な学

習の時間二

総合〉

ア 個人及び社会

の一員としてのあ

り方に関すること

イ 健康や安全に

関すること

自己のよさをとらえる o ◎ 0 道徳

互いに理解を深めよう o ◎ o o 保健体育

自分の感情をコントロール o ⑨ o 道徳

給食について者えよう 0 @ 家庭科

二んなときあなたはどうしますか o ◎ 0 道徳

学級で行うセーフティ教室 o o ◎ 総合・学校行事
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2協 力的な 指導体制 の確立

学級活 動(2)の 内容 にっ いて は、専 門的 な知 識や技 術 を求 め

られ る もの が多い,1指 導 の効 果 を高 め るた めに も学 級担任 の

指 導 だ けで は な く、養護教 諭 、ス クール カ ウンセ ラー 、学校

栄 養職員 な どの専 門性 を生か したテ ィー ムテ ィー チ ングな ど

の指導 が行 え るよ う配慮す る とともに、家庭や 地域 との連携 ・

協力 を図 る ことが必 要で あ る。 また 、協力 的な指導 体 制 を確

立す るた めに は、協力 を求め る人材 の決定や 事前 の打 ち合 わ

せ な ど指 導 体制 を充実 させ るこ とも必要 であ る。(図4)

3評 価 の充 実

(1)観 点別 評価 の実施

学級活 動(2)で は ぐくみ た いカ を一人 一人の生 徒が 身 に付 け

るた め には、各活動 にお け る、各観 点の評価 規準 を明確 に し、

学習 の到 達 度 を適切 に評価す る こ とが大切 であ る、 また、 活

動 の場 面 にお いて、 四つ の観 点 の うち、 どれ を中心 に評価す

るか を明確 に して、指導 に当 た る とともに、評価結 果 を基 に

個 に応 じた 指導 を充実 させ るこ とが 必要 であ る.

さ らに、 自ら学ぶ 意欲や 問題解 決 の能力 、個性 の伸 張な ど

に資す るよ う、個人 内評価 を 二[夫す るこ とが必要 で ある。

(2)評 価 を生 か した指導 の改 善

学級担任 は、生徒 の評価 が評価 の ため の評価 に終 わ る こ と

な く、評 価結 果 を生 か して、後 の指 導を改 善す る必 要 が ある。

生徒佃 々の成 長や学級 集 団の発 達は もとよ り、

図3生 徒の課題 意識 をは

ぐくむ活動の流れ(例)

〆◇班 長 会 、

教 師 か ら、活動 の ね ら
レ＼ 時 間設 定等 の説 明

封[E長}こよ り、活 動 言十画
の作成 、ア ンケ ー ト調

芭 頒 蒔 の篠 等 ズ

i
…
ミ

i
… …=L∫ … …1

◆帰 りの会

班 長 か ら活動 の説 明、
ア ンケー ト等 の 実施

i
…
尋…　… ユf… 　

〆◆班 長 会 、

ア ンケ ー ト集計 ・分 析 き
計画の修 正 ミ

薔郵羅 纏 ぜ
ミ

〉轍 ごとの活動

学級活動の準備 として
ミ

ミ

調べ学習や教職員・関仔 ミ
機 関 等 へ のイ ン タ ビュ ミ

C等 の実施 ノ… …辿 墨 …

◆学級活動①

協議会 、ロールプ レイ
ング、調査内容発表等

◆学級活動②

関係機 関の方の説明
活動の 自己 ・相互評価

ミ

……

ミi

§㌔㌔ … 、、、、珊"、

指導 内容 、指 導計画等 の評価 を循 環 的に繰 り

返 し、結 果 を次 の活動 場面 に生 かす こ とで 、学級 活動 の充 実 ・改善 にっ な げてい く。(図5)

図4学 級 活動(2)の 活動 にお け るテ ィームテ ィー チ ン グ支援者 の具 体例

ア
個人及び社会 の一
員 としての在 り方
に関すること

畳 綿1臼 田1`ユ、の 内 鯉 テ ィ ー ム テ ィ ー チ ン グ 盲 稲 者
'

(ア)脊 年期の不安や悩 みとその解 消

(イ)自 己及び他者 の個性の理解 と蘇重
でウ}粁 △の一 同レ しての白賞P音1千

ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー一、養 護 教 諭 、

卒 業 生 、 保 護 者 、 児 童 民 生 委 員 、

地 城 住 民 等

`エ}舅 々 相'耳 の 却 解 川 君 ナ」 ・溝言陣勤 論 家 晦 科 鋤 論 借も言偉者 難

でオ/削'固 い 人闇 凹 便 の 確 ウ 倶 量芭者 帥 城1舜=R≒ 等

`カ 、 ボ ラ ン テ ィ ア 活 〒断 の 膏 雑 の 抑 解 NpD浜 人 嬬 ≠」1・怖 甜 の 備 昌 弊

学 級 活 動`2}の 内 癬 テ ィ ー ム テ ィー チ ン グ 支 撰 者

毒轍 全壷 ＼
ること

ノ ノ

(ア)心 身共に健康 で安金な生活態 度

や 習慣 の形成
警 察 署 ・少 年 セ ン タ ー の 警 察 官

児 童 民 生 委 員 、ス ク ー ル ザ ポ ー タ ー 等

(イ)性 的 な 発1垂 へ の 対 応 養護教諭,保 健体育科教論 等
(ウ)学 校給食 と望 ましい食習慣の形成 学校栄養職員、養護教諭、家庭科教諭

舗

図5評 価 と授業 改

P活 動の 標 ・計 画

lD実 際 活 動1

C評 価1

A検 証禦 改 善 策

評 価 と授 業 改 善 の た め の マ ネ ジ メ ン トサ イ ク ル(◎ は各段階における評佃j磁f象 等)

一 ・言 画(ね らい、学習内容、協力者の活凧 リー ダーの活川、事前打 ち合わせ)

◎ 指導計画 、指導案、iJ一 ダー の活動 記録 等
く話合い活動、体験活 動、調査活動 、 リー ダーに よる進行、指導者の助言)

◎ワークシー ト、進行表 等

(生 徒 に よ る 白 己評価 ・相 互 評 価 、授 業 者(協 力者)に よ る評 価)
◎生徒の感想 、振 り返 りカー ド、指導者等の記録 等

(ね らい達成度 、学習 内容、協力者 の指 導効果、 り一ダーの活用 の効果)
◎活動全体のま とめと改善策、 リーダーの講評 等
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4学 級 活動(2)の 活動 内容例

学級 活 動(2)は 、教 師土 導の活動 に な りが ちで ある こ とか ら、い か に、生徒 の主 体的 ・意欲 的

活 動 とでき るか をT夫 す る必要が あ る。 ここでは、研 究 内容 の1か ら3を 踏 ま え、某休例 を示

す も の とす る。

■ 具体例1ア (ア)㌦青年期φ:悩みとその解消

1・
冗 、

、

キ エ モれ　　う あ　　　 や お　 ぬ

2r、Nx,、

層

L,

、篇 、.、 日 一 レ

。、3

(1)青 年期特有 の共通 した不安や悩みに気 付 き,そ

の解決 に向けて 、前向 きに努力噴 る態農を養 う。

(2)青 年期 特有 の不安や悩み を学級の課題 として話

し合 うことで、諸課題 に 自冶的に協力 して解決

で きる学級 を実現す る。

(3)自 己 の不安や悩み等 を解決す る方法等を身に付

け る。

本活動は、個 々のもつ青年期特有の不安 や悩みを

学級の問題 として取 り上 げ、今 、自分が何 を しな り

ればな らないか、友 たちに何が できるか考 える字級

活動である。 班ごとに不安等 を表す スキ ッ トを作成

し、解決 のために どうすべ きか皆で意見を交換す る。
まとめには、スクールカ ウンセラ・一(以 下 「SC」)

に 「ス トレスマネ ジメン ト」 の講話 を実施 する。

4}nの ・ と 導 工_ ※灰色の部分は学活の時間で実施 した活動

斑長会か ら店動の虎
れの説明。 自分 の悩

み ・不安のア ンケー

ト調査 を実施 する。

… 触

i〆

班 長 会 は 、ア ン ケ ー

トを 集 計.結 果 を 受

け 、班 ご と に ス キ ッ

トを 作 成 す る 。

＼

〆

嬰誌}灘 鋳1＼

獄 欝 解決策 〆
…

麩鞍矯 草皐「ジ メ
ン ト」の 講 話 を

聞 く.

ii

…

δ居購 奪
…… …雫 …ン6鱒 爾 δi叢…

●質問項 目け 、C

に相談 した り、少

年セ ンターか らの

相談内容等の デー
タを参考に した り

す る。

●スキッ トは、悩

み 、解映策が分か
るもの を考える。

●担任 、副担任等に

よ り見本 となる

もの を示す。

●司会生徒の雌背 「

によ り進める。

●自己 ・相 互評価 カ
ー ドを配布 し、記

人 させ る。

「調 翻 紙作成か らscが 助 、

言 を行 う。班 でのス キッ ト

作成 では副担任 ・養護教諭

等 の協力を得 る。少年セン

ターか ら清糧提供を得る。

kノ

ドよ ドド ヘルエヰ う

引
ω

(2)

(3)

自己の不安や悩みに気付 くこ とができたか、,

不 安や悩みを解決 していくための方策を考 えることができたか.

友 達 の不安や悩みに対 して 協力 して解決 してい こ うとい う意識 が高まったか。
㍗A、 、 ㌔

画'真 森 例2'ケ ド〈イ})自 ≡色及 び他 者 の 個 性 の理 解 と尊 重 ・ ～～、、
門 門

'

、

、

、バ{{{'{!,、、メ、、

"
メ

〕

{

{

{

こ㌦'畳畳畳畳{畳畳'畳畳'」7'」'

"

、

"
」

'

"

'

'

'

'

'

'

'

'

"
「

"

・・甲…撫 冊 贈 ・ワラー 幡 ・鴨 ・撫 欄 売サ…… 贈w・ ・職 鞘ぜ ギ………サ騨 ・・

誌 撚蕊勲乱_燕 磁i臨 藤_曲
・犀・騨 潤 楡撫嚇 コ・………・・憎 一 騨 融蝋 ・翠磁 ・一 一 一一 酬 ・

湘息F晃`脇 蕊_煮漁雌 晶 』__燃繍

'

丸ゴ

=ご

、
、

く

塾・U

一 冊…-w帖 湘 酔冊冊賎燃 ■

晶 撫廉 。㎜ し黒熱_轟
一W思NNNNN国 罵罵　 心

繍_燕 勲 忽爆臨 ～_

汰lcの 励 を得る・

『

<

(1)学 校 生店を学習 ・生括の両面か ら振 り返 り、

己のよ さを多面的に とらえる。

(2)他 者 との1青報交換に よって知 り得 た自己の よさ

を今後の生活 に どう生か していくか具体的に考

え 、其現 さ世よ うとする。

(3)友 達 の よさを多面的 にとらえ、

解 し、尊重 する。

漏__一__醐_酬___騨

、

自

他者の個趾を理

本 活動 は、自分の存在 に価 値を見い たせずに、 目

標 を見失いが ちな2年 生 の時期に、 自他の よさを見
つめるための活動である。アンケー ト調査 により、

学級の悩みの傾 向を把梶 し、互いのよ さをいかに伸

ばすか班単位で協議 する。また班 内では相 圧評価 を

行 う.ア ンケー トの分析 や活動の まとめにおいてS

晶 姻勲磁蕪無盈灘i撫鰭 熱

忠・U

==i;ii;i=き

零

i{:1
唱

:1

}il

・1

⊃

`⊃ ず

帰 りの会の時間に、
「中学校生活 を振 り

返 る」 アンケー トを

実施す る。

版

〆

班 艮 会 で 、ア ン ケ ー

トの 集 剖 ・分 析 を す

る 。班 活 動 の 進 め 方

に つ い て 話 し合 う。

＼

〆

班長 からアンケー ト

結果 の発表.班 会議

で 友だちのよい とこ

ろを出 し合 う・
_-i

…N

〆

自己のよ さを今後の

生活に生かす 方法蜂

について担任 ・SO

の まとあを聞 く。

@活 動内容の年夫
▲( 、 ㌔㌔兀㌔兀兀兀兀兀

手冒導 体 制 の工芙'
●アン「ケー ト川紙は

班長会で作る。

●白分 の性格や行動

の よさを多面的に

と らえるよ うに琶

識 させ る。

■分析の仕 方につい

ては、SCか ら助

言を受ける。

●友辻のよさを多而

的に とらえる1、う

に助言する。

●班長か中心 に遣行

す る。

● 自己のよさなとら

え直す よ う、考察

の時間 を多 くとる、

又

r、
SC、 養 護教諭 にも協力 を

得て、 自己のLき を前向 き

に とらえ られ るよ うにして

い く。

、 つ、、、、～ ㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔早■眉■、、、、、、、、、卜、w

漁 融勲緬_
、

(1)自 己 の ⊥ さ を 見 付 け る た め 、 積 極 的 に 活 動 に 取 り組 め た か.

(2〕 自 分 ら し さ 、 白 己 の よ さ を 知 る こ と が で き た か 。

(3〕 友 達 の ⊥ さ を 見 付 け 、 他 者 の 個 性 を 理 解 し 、尊 重 し て い こ う と し た か 。
メ㌧
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男女が身体面 ・

協力 しようとす
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。晶 曲謙 潔 ～熱鑑 細翻

ノ
、

(P一 人 一人の性についての 唐報の受け取 り方が違

うことを とらえ る。

(2)自 己の行動 を振 り返 らせ る中、

梢 神面 の理解 を深 め、腺亜 し、

る態渡 をは ぐくむ。

轍_,

本活動は、男女相五 の理解 を象め 、互いに協力 し、

尊重 し合 うための掌級活動であ る。学級店動の時 問
に、性についての1青報の受 け取 り方にっいては個人

差があ ることを考 えさせ る活動 を実施 す る。店助 の

導入期 に生徒の意識調査 を実施 し、
て とらえ させ る,獲 護教諭は車前準備か らかかわる。

ノ又

、

自己の課題 とし

蝿 潭1' 、 軸

`1し一溺 麹劔 晒 ζ指導の工夫 臨.

ア

学活 の時間に 「性の

1青租 の氾濫」につい
ての音識調査を行

う。

へ

〆

班 長が集ま り、琶識

調査 の集計 と討議の
進 め方 につい て話 し

合 う。班単位 て性非
行 の実態を調 べる。

＼

〆

性 肩報の氾濫 を題材

に、単級 でデ イスカ
ツシ ョンをず る中で

男女 の とらえ方の違
を明 らか にす る。

l/

・/

養 護教 諭か らの総評
・講話 と担任 のま と

めを聞 く。

ミ

…
、

◎活動内容の仕夫' L
　 …罹 辮

騎 ヱ 芙馬冊… … 榔

● ア ン ケ ー トの 項 目

に つ い て は 、 学 級

の リー ダ ー が 実 態

を 踏 ま え 設 定 す る 、

■集計結果は、班長

等 が模造紙やパワ
ー ポイ ン ト等でま

とめる.

● 分析 は、養護教諭

の 協力 を得る。

●担任 、養護教諭が

2つ に分け た集団

に参加 し、司会の

補助を行い、流れ

を コン トロールす

る。

k

、養護教諭が事前の準備段

階か ら参加 し、協議 の進 め

方等を助言する。 当 目は 、

討議内容を踏 まえ、総揺 を

す る,

温 翼胤榊-醤 淵 肺",㎜''"
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1活 動名 蜘 学年 「給 食 に つ い て 考 え よ う 」
も ナナ ぽぽら へ れヤ ら

2、 靖 駄 の
潮 辮 翫''''''"捻'

,)甜冒

く
_、 ヒ 、

(D学 校 給食の意義や健康 に配慮 した食生1占の大切

さを理解づるとともに、自己の食生括の改善に

生かそ うとす る櫨度 を養 う。

(2)食 べ 物や学校給食にかかわ る人 々に感謝の気 持

ちをもたせ る.

(3)食 生 活について学ぶ 中、自分の健康保持につい

て 弩え させ る。

デ リ コ うノ ド う み　 　 ゴゴレ ワぬ ん

冷 … 活 動 の 概 ・ゾ 勢・
N寓

本活 動は、 日常の給 食について振 り返 り、調理を
して くださる方への感謝 の気持 ちをもて るように し

て いく括動 であ る。 その上 で、栄養 の偏 りのない食

事 にっ いて 、自分の食生借 を考 えるよ うに してい く.

給 食委員等 の生徒を中心にし、栄養 士 ・調理師の協

力 を得 なが ら活動を進 めていく。調理作業のVTR

等 も活用 し、臨揚感 のあるもの に してい く。

晶
唱ギ
.、隔

嚇姦蘇繭蕉

← 、

ウ 　 ま け

』導 の 工
,、

NuN

班長 、給食委員等が
残菜調査 ・意識調 査
の集計 と討議 の進

め方 について話 し

合 う.

班 長会の提案 で、給
食の学級 め残菜調

査 と意識調査 を給

食委員中心に行 う。

闘理作業の ビデオを
見 て、調査結果を碁
歳班の給食にかかわ

る課題の解決策を班

単位で誰 し合 う、

班 での詔合 いの結
巣 を新 闘 としてま

とめ、他 学級や保

護者等 に配布す る。

ミ…

へ

〆

§
1＼

iゾ…
'尾 見見、、、、、、、、、、、"、

1
⑥活動内容の筐翼

…響 ず 兀 ㌧""、 、、

◎指導体制の工夫
、■

●アンケー ト項 目作

成 については、学
校栄養士等へ給食

委員等が助言を受

けに行 く。担任 は

括動の流れを整理

す る。

●集計結果は、学校

全体の結果 と比較

す る。

●班長会に学校栄養
士等 も参加す る。

●次圓の学括 に向け

て班会議の進 め方

シー トを作成 する,

● 担任 、学校i爾

等 が各班 の話 し合

いに参加 し、司会

の補助 を行い 、流

れ をコン トロール

す る。

轍 栄熱 員調 噸 謎 、

護 教諭 が事 前の準備 から

参加 し、生徒 に助言す る。

当 日は 、班会議 に参加 し助

言 する。
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(D学 校 給 食や 食生酒に関心を もち、話合い等に 童欲的に取 り組 も うと してい る。

② 食 ぺ物 の大切 さを自己の問題 と受け止 め、食生活の改善に向けてよ り良い方法 で尖践で き

る。

(3)学 校 給食 を通 して、自分の健康保持 に努め ようとしてい る。
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指 導 事 例1-「 こ ん な と き あ な た な ら ど う しま す か 」 内容(2)ア ー

5指 導 事 例1一 活 動 名 「こ ん な と き あ な た な ら ど う し ます か(1学 年)」 内 容(2>ア ー

國事 例 の 概 要

本 事 例 は 「良 く な い こ とだ と思 っ て も 断 れ な い 」 「事 の 尊 悪 の 判 断 な しに 友 達 に 合 わ せ る 」

とい う人 間 関 係 を振 り返 らせ 、 「望 ま しい 人 問 関係 づ く り」 「断 る に あ た っ て の 相 乎 の 受 け

止 め 方 に 配 慮 した 表 現 力 」 を 身 に 付 け る こ と を 目標 と した 。

学 級 活 動 の1時 間Elに お い て は 、 「タ ス ク(指 示 課 題)」 を 用 い た ロー ル プ レイ ン グ を 行

っ て い る 。 セ リフの 決 ま って い る ロー ル プ レイ ン グ とは 違 い 、 「タ ス ク」 を達 成 させ る た め

にff分 の 言 葉 で 考 え る こ とで 、 よ り実 践 的 に 考 え られ る メ リッ トが あ る。 ま た 、2時 聞 囲で

は 、 望 ま しい 人 間 関係 につ い て 、 班 で 協議 す る と と もに 、 自己 評 価 を 行 っ て い る 。

活 動 の 始 め に お い て は 、実 態 調 査 を 行 うと と も に 、 自分 の 経 験 を班 内で 出 し合 っ た.話 合

い を 受 け て 、 班 長 会 で 「タ ス ク」 を作 成 した。

(1)活 動 の 日標

・ 様 々 な人間 関係 の在 り方 にっい て考 え させ る中で
、 人 と人の望 ま しい関係 を確 立 してい

く態度 や能 力 をは ぐくむ。

・ 場 面や 状況等 に応 じて、適切 な判 断 を して、人 間関係 等 に配 慮 しなが らも、悪 い誘 い等

に対 して はき然た る態度 で断 るな どの 自己表 現力 を身 に付 ける。

(2)本 活動 の評価 規準

関 心 ・意 欲 ・態 度 思 考 ・判 断 技 能 ・表 現 知 識 ・理 解

O活 動 を通 して、主体 O人 との接 し方に っい Oコ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ○相 手の 立場等 を考え

的 に自己の課題に て自己の課題 を見い の 手段 を選 択 し、周 て接する ことの大切

取 り組む ことがで だ す こ とが で き る。 囲の人 とかかわって さ を理解 してい る,,

き る 。 O自 己の課題について い く こ とが で き る よ O人 と人が よりよ く接

O活 動 を通 して学ん の解決方法を考 え、 う に な る 。 す る方法 につい て理

だ ことを学校 生活 自 己判 断 して い る。 解 して い る。

や社会の 中で積極

的に 自己を生かそ

うと して い る。

(3)ね ら い の 達 成 の た め の 工夫

① 実践 意欲 を高 める指 導の 工夫

タス クを利 用 した ロール プ レイ ン グを行 う、

タス クは 、せ りふ が決 ま って いな いので生徒 の考 え

を制限 しない。 また 言葉 だけで な く表情 や行動(逃 げ

る、顔 を背 け る等)で 表現す る こと もでき る。 また 、
ペ アか ら班 、学級 と集 団 の規 模 を大 き く して い く中で

集 団の 一員 と して の在 り方 を考 えた り、個人 の意 見 が

反 映 され る集 団 を体験 した りす る機 会 とす る。
ロール プ レイ ングの実施後 は、班 員全 員で活 動を振

り返 る と ともに、望 ま しい人 間関係 や適 切な断 り方 等

につ い て、本 音で話 し合 う。

② 指 導 と評価 の一体化

ワー ク シー ト、振 り返 りカー ドを活用 し、生徒 一人
一人 の状 況や課題 を知 る

。ま た、個 別 の課題 に対応 し

た面 談等 の機 会 を設 け るr)

来班 での話 し合いで使用 した シー ト

● 班 活動r7一 ウシーlt1図

1

意 見 を霞いて ください。

[]
2他 の班 の発表 を聞き、「いい考 えだ」

と思 った もの を1つ 書いて くだ さい。

[]
3今 巨1のロールプ レイ ングか ら、誘い

を絶対 に断るなら、どう表現す るか を
「蒔い て ください。

[]

4友 達 を思い や りく}つ断るな らど う

す るか書 いて くだ さい、

[]

5あ なた が友遠に してあけ られ るこ

とは 何か響い てくださいり

[]
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(4)指 導 の実 際

◆事前の活動

活動 の場 活動の主体 生徒の活動 指導上の留意点

放課後 学級委員 1学 級委員 ・班長 は、担任 か ら活動 の Oア イデ ィアが出ない ときは普段の

各班班長 ね らいや活動計画案等の説 明を受 け 生 活を振 り返 らせた り、新 聞のニ ュ
る 。

一 ス な どを紹 介 した りす る
。

2班 長 が活動計 画、活動内容にっ い O項 旨にっいては、生徒の悩み ・課題
て協講す る。 が把握 できるよ うな もの、資料 に し
3生 徒 の実態把握 のた めのアンケー やす い形式を考 えさせ る。
トの項 目を協 議 し、決 定 す る。

帰 りの会 全員 4班 長 が活動 のね らい等を説 明す る、 O説 明原稿 をあ らか じめ確 認 し、分 か
5ア ンケー ト調査 の実施 りやすい もの となるよ う指導す る。

放課後 学級委員 6ア ン ケ ー トを集 計 し、資 料 化 す る。 0資 料は、問題 の本質 が把握 しやす
各班班長 7分 析 を生 か しタスクを作成す る。 い 、 要 点 を押 さえた もの に す る。

「断 らな くてはい けないのだけれ ど (プ リ ン ト、模 造 紙 にま とめ る)

断 るのが 難 しい 」とい うケ ー ス に つ い Oタ ス クの内容 は、生徒が意欲 をも
て身 近 な例 、 ニ ュー スか ら考 え る。 ち活動できる ものに練 り上げ る。

M']灘罐 ヌ 艇 ・ ・府 苗

◆ 学級活 動[第1次(本 時)]

生徒の活動

1班 長 会か らアンケー トの説 明 と本時の流れの説 明。
2仲 の よい生徒 同士でペアにな り、タス クを行 う。

3

4

5

声 鷹ク1碑 「あなた帳漿 賦帰 りた くあ ゆませ んa友 達に門限懇

渦 響ても欝嚢た と遊ぶ よ うにi説得 しな さい。!

タスク2→ 「友達⑳誘騨を断 切な さい。」

生活班 でよい断 り方等をま とめる。

新 しい小 グループを作 り、各生活班でま とめたものを発

表す る。その発表 内容 か ら自分の考え をま とめる。

教師 か らの本時のま とめを聞 く。

指導上の留意点

0ア ンケー ト結果 は事前に黒板 に掲 示
してお く。

O生 徒一人一人 が目的意識 を もち、意 欲

的 に実施 しているか ど うか、巡 回 し、

評価す る。

0新 しい小 グループには、各生活班の班

員が必ず一名がいるよ うに配慮す る。

Oワ ー クシー トを配布 し、生活班 ・小 グ
ループでの 協議 内容等 を記入 させ る。

O次 時 につ なが るよ うにま とめる。

,'彊

纏 灘 灘 蕪騨 騰 ・'…

◇学級活動[第2次]

生徒の活動 指導上の留意点

1各 生活班長か ら、第1次 の協議 内容 を発表す る。 0班 の協議 内容 を事前 に板書 させ る。
2各 班 の発表 を基に学級協議 を行 う(司 会は学級委員 が行 O最 初 は 、ブ レイ ン ス トー ミン グ を取 り

う)。 入れ 、なるべ くた くさんの意 見が出 さ
3担 任 の本活動全体のま とめの話 を聞く(相 手の状況 を理 れ る よ う進 行 させ る。

解 した上で、 自分の気持 ちをきちんと伝える ことの大切 O自 分 として取 り組 む課題 を明 らか に
さにつ い て の 話)。 させ 、ワー ク シー トの 自己評 価 欄 等 に

4生 活指導担当教諭か ら中学生が巻 き込まれがちな事件や 記 入 させ る,

周辺 地域で注意すべ きこ とについての話を受 ける.

4ワ ー ク シー トの 自己評 価 、相 互 評 価欄 に 記入 す る。

(5)努 力 を 要す る状 況へ の手だ て

担任 は 自己評価 表(振 り返 りカー ド)で 評価 を 「C」 と判 断 した生徒 に対 して 、 コメン ト

欄 を用い て励 ます。 また 、教 育 相談 等を利用 し生徒 の課題 や 状況理解 に努 め る。 状 況 に応 じ

て 、学年 の教員 やス クール カ ウンセ ラー等 と連携 を取 りつつ指 導 に 当た る。

(6)生 徒 の変容

第1次 の タス クの場面 で は、 「は っき り断 らない」 「逃 げ る」 等 の対 応 の様 子 が あ った。

また 、ま とめ段 階で は 「気 まず くな らない よ うに結局付 き合 う。 」等 の意見 が挙 が った。 し

か し、第2次 の後 で は 「相 手 の気 持 ちを考 えなが ら、断 りた い。 」 「相手 のそ う した い理 由

を聞 くこ とか ら始 め る。 」 と自己評 価欄 に記入す る な ど多 くの生 徒 に変容が 見 られた。
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6指 導事例2-・ 活動 名 「学級 で行 うセ山 フテ ィ教 室(2学 年)」 内容(2)イ

■事例 の概要

本事 例 は、平成16年 度 か ら始 まった 「セー フテ ィ教 室」 を学級 活動(2)と して計 画 ・実

施 した ものであ る.
A深 刻化 しつつ あ る青少年犯 罪等 にっ いて 、まず 、班 ご とに、東京 都や 地域 の少年 非行

等 の実態 について 調査 活動 を行い資料 化 した、 そ して、そ の資料 を基 に、友 達か ら 「飲酒 」

を誘 われ るロール プ レイ ングの シナ リオ を班 長会 で考 えた、

学級 活動 の時 間で は、生徒 に飲酒 の誘 い を どの よ うに断 るか を、民 生委員 や保 護者 の 協力

を受 け、ロール プ レイ ン グを見 た り 演 じた りす る中で考 え させ た。ま た、ま とめの段 階 で

少年 セ ン ター指導 員 の方か らア ドバ イス を も ら うこ とによ って 、犯罪 か ら身 を守 るた めに は
「断 る勇気 」が必 要で ある とい う とを理解 させ た。

(1)活 動 の 目標

・ 自ら学び 、 自ら考 える活動 を通 して 、犯罪 の被 害 か ら身 を守 る態度や 姿勢 を養 う。

・ 青少年 の健 全育 成 にかか わる諸 問題 を 自分 の こ とと して と らえ、 白主的 に実践 す るカ

を身 に 付 け る。

・ 健全 な生 活 を送 る こ との 大 切 さを知 り、そ の実践方 法 にっ いて理解す る。

(2)本 活 動 の評価 規 準

関 心 ・意 欲 ・態 度 思考 ・判断 技 能 ・表現 知識 ・理解

O生 き方にっいての 自 O自 己の課題 を見 いだ O社 会における健全 育 O犯 罪被害の状況を調

覚 と責任 をもち、心 し、 自他 の尊重に基づ
成 上の諸問題 を自分 べ る こ とで、 健 全 な

の課題 として受け止 生活 を送 ることの大
身の健康の保持増進 く健全な生活態度や

め、その解決に向けて 切 さを知 り、犯 罪 や

に努め、積極 的に 自 適 切な行動について よ りよい方法 で自主 非行 か ら自らを守 る

己を生かそ うとして 判 断 で き る。 的に実践するこ とが 方法等 にっいて理解

で き る。 してい る。
い る 、,

(の ね らい の達 成 のた めの 工夫

① 実践 意欲 を高 め る指 導 の工夫
・ 「セー フテ ィ教 室 」の内容 を、生徒 主体 の活

動 の 中で取 り上 げ、考 え させ る。
・ 導入 の段 階で 、少年 犯罪 につい ての実態 調

査 に生徒 自ら取 り組 み 、関心 を高 め る。
・ 生徒 の取材 を碁 に ロール プ レイ ン グの シナ

リオを考 え させ 、全員 で取 り組 む こ とに よ り、

自分 自身の 問題 として と らえ させ る。

② 協力 的 な指 導体 制 の工夫
一テ ィー ムテ ィー チ ン グの 爽施 一

・ 事前 に生 徒 が少年 セ ンター を訪 問 し、取材

活動 を進 めた上 で、指 導員や 主任 児 童委 員 と

協力 して授 業 を展 開 させ る。

③ 指 導 と評価 の一 体化

取材 レポー ト、 ロール プ レイ ン グのシナ リオ

作 り、振 り返 りカー ドな どを活用 し、活動 ご と

に評価 を行 うことに よって、生徒 活動 の状 況把

握 を行 う。 また、次 の活 動へ の意欲 を喚起 させ

る。

※各 自に作成 させ たシナ リオの フォー マ ッ ト

1学鰹 紬 「鶏1誘 瞳 断勧 ワーケシート1
★空欄 に 良分のシナ リオ を作ろ う、

Aさ んの学校で膣、毎年合唱コンクールが盛んで、

Aさ んのクうスはみごと最優秀賞を勝ち取ることができ ミ

な.そ の「打ち上げ」をしようという話になり、A富ん性

興味本位で行 ってみることにした。場所は単校近くの

ファミリーレストラン。そこにほ先輩たちもいて,部 活の

……

ミ

先輩がA盗 んたちの方へ寄ってきた,・「
…

先輩 二あ轟 、随 分,盛 り上がっている じゃな いか 、 、

Aさ ん 二

先齋1こ 券い う時には ビー ルで乾杯 だよ、飲 めよ。

Aさ ん1
…ミ

先盟,大 丈夫 だよ、見つか らない よ うにやれば。
壷

少 しだけな らいい じゃない か。

Aさ ん= ,

先盟1わ ざわざ先輩が来ているのに、断 苺とは失 ミ

礼だ。1
Aさ ん= ,

ミ

ノ
… 脇 、、、、冊 ㌃… … 、、、、、、、、、隅}… 、、、、、見㌔、㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔■
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(4)指 導 の 実際

◆.ト 前 の 活 動

活動 の場 活動の主体 生徒の活動 指導上の留意点

1学 級委員 ・班長は担任 か ら活動のね O生 活指導担当教員が青少年非行の
放課後 学級委員 らい等につい て説明 を受 け翫、 現状 について説明す る。

各班班長 2班 長が活動副画等 を立て る。 O学 級の リー ダーが 主体的 に課題 を
3帰 りの会で学級全体 に提案する内 もて る よ う進 行 す る。ま た 、協 議 で

容 ・資 料 等 につ い て ま と め る。 は 、生 徒 の 本 音 を大 切に 支援 す る、,

帰 りの会 全員 4学 級委員が活動 のね らい等 を説 明 O生 徒 の意欲 を高める内容にな るよ
す る,、(作 成 した 資 料 の 配布) う指 導 す る。

5班 のテーマ、調査方法 を班会議で O生 徒 の活動 にふ さわ しい課題 を考

放課後 全員 協議 し、 決 定す る。 え させ る。 ミ

6班 ごとに調 べ学習 を行 う。 Oイ ンタ ビュー等 を関係機 関の人に
(調 査 揚 所 …警 察 署 ・コ ン ビニ等) す る場 合 は 、連 絡 ・調整 を行 い 、生

7発 表の準備を行 う。(資 料作成 等) 徒の活動 を支援 す る.

放課後 学級委員 8調 べ学習の進行状 況の報告 を行 う、 0学 級活動(第1次)の 活動 内容に
各班班長 9学 級活動(第1次)の 役割分担、 つ い て 、 学級 の リー ダー に共 通意

進行のための原稿作 りを行 う。 識 を もたせ る。
粘 訥 、、、、、w、 、 'r

・ 悼'W艶'難 ㎜ … …一… ・磁 無_w 冊灘/r 、'
、_、 、一一一一一一

◆ 学 級 活 動[第]次]珊 …『

生徒の活動 指導上の留意点

1学 級委員 か ら本時のね らい と流れ を説明す る. 0生 徒一人一人 が日的意識 をもち、意欲
2各 班か ら青少年 の非行等に関す る調査 内容 を報告す る。 的に実施 してい るか ど うか評価す る。
3学 級全体で現在 の少年犯 罪の傾 向等 について、意見を出 O単 に調査結果 、事例 の発表にす るので

し合 い 、 なぜ 発 生 す る のか 等 につ い て ま と め る。 は な く、自分 の 門題 、地 域 の 問題 と し

4第2次 に行 う ロール プ レイ ン グ の シナ リオ作 りを行 う。 て と らえ る よ う助 言 す る。

(友達等 からの悪 い誘 いを断 る内容のシナ リオ)
㌧㌧㌧ 兀 、 晒

擁 「灘 蕪 繋 話 一 一・・ …'國國
・"一 縣 魚__ _、 ・㈱ こ吻 冨 激 蕊 .こ、、、、""・粕 醐"

、 、、冗 、w冊 、 … 、、

◆班長 会議(放 課 後)
…

ミ

生徒の活動 指導上の留意点

1各 班 での 協 議 を踏 ま えて 、第2次 で行 う ロー一ル ブ レイ ン O常 に 「自分 だ った ら ど うす るか 」とい

グ の 内容 を 決 定す る。(ロ ール プ レィ ングの シナ リオの作成 を う視点で ロー ルプ レイ ングの 内容 を ミ

す るために、少年セ ンターの警 部補 に助言 を得る。) 検討す るよ う助言す る.

2第2次 の準備 を行 う。また、支援者 となる地域の主任児

童 委員 、保護 者等 との打合せ を行 う。

O班 長会出席者 全員 が次時の活動に対

す る共通 意識 をもつ よ う支援する。

燃鯉 」・・∫ 黛 翫蛤 撫,傑 声擬 難 ・"1

◆学級活動 [第2次 (本 時)、 第3次]

生徒の活動 指導上の留意点

1ロ ー ル プ レイ ン グ を 見 る。 ○ 主任 児童委員 と協力 して ロールプ レイ
2各 自 、 断 り方 を シナ リオ シー トに記 入 す る。 ン グの見本 を見せ る。(非 主張型 ・攻

3班 ご と に誘 い 役 ・断 り役 ・観 察役 を交 代 しな が ら行 う。 撃型 ・主張型)

4ロ ー ル プ レイ ン グ の ア ドバ イ ス を含 め 、講 師(少 年 セ ン O保 護者 ・地域 の方 に自 らの思いを語 っ

ター 指 尊 員)の 話 を聞 く、 て も ら う。(事 前 に依 頼)

5生 徒 ・保 護者 ・地域 関係 者 か ら感 想 ・意 見 を 聞 く。 O自 己評価表(振 り返 リカー ド)に 本 時

6本 町 の 活 動 を 振 り返 り、 自己評 価 を行 う。 の 自己評価 を記入す る。

:號 轟鋤1繍 離 蕪1つ たことや 奪覆雰ぎ欝 嘗誘 め講 耀 釜毛蝿れが正 しいカ と フカ を判 断 して行 動す
9感 想や礼状をお世話 になった関係 諸機 関に送 る。 ト ・る属 とだ と渤 った・ 漁 か らは正 し1

、

岬 、 、 、

、躍 謄 舞 ゲ陥 蜘 のある人
(5)努 力 を要 す る状況 へ の手 だて … 鴇、漁 …"…"、"、 、、、、、、、、、、、、、、、、、、、㍉、、㌦㌦

自己評価 表 に、担任 か らの コメ ン ト欄 を設 け、それ ぞれ の生 徒が おかれ た状 況 の個 人差 に

配慮 し、個 に応 じた指 導 ・助 言 を行 う、

(6)生 徒 の変容

学級活 動で の 自主 的 な活動 を通 して 、 自 らの心身 の健康 や安 全 につい ての理 解 を深 め、心

身 ともに健 康 で女全 な生括 を送 ろ うとす る意欲 が 向」二した。
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N研 究 の 成 果 と課 題

1研 究 のま とめ

本研 究 は、学級 活動(2)の 「生徒 一人 一人 が人問 と して の生 き方 にっ いて幅広 く探求 し、心身

の健康 の保 持増進 に努 め、豊 か な人 間性 や個性 の育成 を図 る とともに、社会 の成 員 として必 要

とされ る資質や能 力 ・態度 を培 うた めの最 も基礎 的 な もの で ある、(学 習指 導要領解 説一 特別活

動 編一)」 とい う面 につい て、他 教科 ・他領域,総 合的 な学 習 の時間 、学校 行事 な どで行 われ

る類似 ・共通 の活 動 ・指 導 との違 い を意 識 して行 った。

また、 学級活 動 の特 質で あ る学級 を単位 と して行 われ る生 徒 の 自主 的、 実践的 な活動 と、そ

こにかか わ る、校 内だ けで な く家庭 ・地域仕会 ・関係 機 関 との連携 を図 る指 導体 制 の在 り方 を

検 討 し、 実践研 究 を行 って きた。 以 下、そ の成 果 と課題 をあ げる.

(1)教 師主導 に陥 りや す い学級活 動(2)に お いて、リー ダー を生 か した 活動 計画 を作成 、実践

す る こ とに よ り、学級 で行 う諸活 動 が生徒 自身で練 り上げ られた もの とな った。そ の結 果 、

生徒 一人一 人 に育 てた い力 をは ぐくむ こ とが で きた。

(2)生 徒 自身 に 自分や 学級 ・地域社会 の抱 える問題 を見つ め させ る と ともに、 学級集 団、班

な どの小 グルー プ集 団 内 にお い て協議 させ るこ とが 自主 的 ・自治 的 な活動 を活性化 させ た。

また 、 リー ダー の進 行 に よる活 動 で、他 の生徒 も 自主 的 な活動 を行 っ てい る とい う意 識 を

もち 、学級活 動 の特 質 を踏 ま える ことがで きた。

(3)学 級 活動(2)は 、指 導 内容 にお い て専門的 な知 識や 技 術 を求 め られ る ものが多 い。学 級担

任 だ けで な く、積極1的に養 護教 諭 、学校栄養 職員 な どの専 門性 を生 か した指導 が行 える よ

う工夫す る こ とや 、家 庭 ・地 域 ・関係 諸機 関 と連携 ・協力 を図れ る よ う、指 導体 制 を確 立す

る こ とが 、効 果的で あ る と確認 で きた.

(4)年 間指 導計画 にお ける学級活 動(2)の 位 置付 け が明確 に な り、指 導 の充実 にっ なが った。

(5)個 に応 じた指 導 と学級活 動(2)の 活 動 の流れ の基本 的 な考 え等 の研 究 を行 うこ とに よ り、

他 教科 ・他領域 、総 合的 な学習 の時 間や学校 行事 な どとの 違い を明 らか にでき た。

(6)昨 年度 の研 究 「自主的 、実 践的 な態度 の育成 を図 る指導 の充 実 と評価 方 法 の工夫 ・改 善 」

を参 考 に指 導 と評価 の一体 化 に努 めた。

(7)セ ー フテ ィ教室 を警 察等 に任 せ き りにす るこ とな く、生 徒が 主体 的 に取 り組 む内容 の も

の とす る こ とがで きた。結果 と して、非 行防止 等 に対 す る意識 を高 め る こ とにつ なが った.

2今 後 の課 題

特別 活動 の 目標 で ある 「…集 団や 社会 の 一一員 として よ りよい生 活 を築 こ う とす る 自主 的 、実

践 的 な態度 を育 て ると ともに、人 間 と しての生 き方 につい ての 自覚 を深 め、 自己を生 かす 能 力

を養 う」 ため には、学級 活動(2)に かかわ る活 動 を活性 化 させ るこ とが不 可欠 で ある。 今後 も、

学 習 指 導 要 領 の基 準性 を 踏 ま え、 各学校 にお け る意 図的 ・計画 的 な実践及 び活動 内容 の充 実

を図 る こ とが必要 で ある。

ま た 、 特 別 活 動 の ね らい を確 実 に達 成 す る た め には 、 生 徒 の主 体 的 ・自治 的 な活 動 を

継 続 的 に 実 施 して い く こ とが大 切 で あ る。 教 師 が 学級 活動 の特質 を理解 し、そ の効 果 を上

げ るた め に も、生徒 の課題 意識 をは ぐ くむ活 動や教 師 ・保 護者 ・地 域社 会 ・関係 機 関等 が 協力

し合 う活 動等 を今後 も改 善 ・充 実 してい くこ とが 望まれ る.
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